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第29回ねりまシニアセミナー開催の報告 

 

 

 

バス旅行のお知らせ 

 

このセミナーの後、同期会設立の準備を行

い、6月18日に新同期会設立総会が開催され

ました。新同期会の名前は「らんまん」と決ま

り、今後予定されているサマーフェスティバル

にてお披露目されます。 

なお、8月から第30回セミナーの準備を始

めますので、興味のある方は是非参加してくだ

さい。       委員会MC 大貫  

2023年5月28日練馬駅北口のココネリホー

ルで第29回ねりまシニアセミナー(以下セミナー)

を行いました。天候に恵まれたことも有り、無事に

開催することが出来ました（1部2部通しての参加

者 20 名）。このセミナーの準備はセミナー委員の

サポートのもと、昨年立ち上がった同期会「にこに

こネット」が幹事会として行いました。 

セミナーの内容として、1部の基調講演は、練馬

区立牧野記念庭園の学芸員である田中純子氏の「牧

野富太郎の人生」でした。大泉学園駅南口から10

分にある牧野記念庭園にまだ行かれていない方は、

是非訪れてみてください。 

第2部ではセミナーの目的等の説明と、参加者で

自由に話し合うグループトークが行われました。ま

た、今回初めての試みの交流会として、4つの同期

会のパネルを使った活動報告を話題に行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 5 日（木）に、さわやか’17 企画最後

のバス旅行を実施します。行き先は地下 30m 圧

巻のスケール栃木県大谷石採石場跡地の大谷資料

館を中心に、オシャレな「道の駅ましこ」での自 

由昼食、「酒蔵」の見学 

と試飲、「岩下の新生姜 

ミュージアム」です。 

帰りのバスでのクイズ 

大会や景品もお楽しみ！  

秋の一日を大いに楽しみ 

ましょう。 

 

さわやか’17 阿部 

 

 

大谷資料館の案内 → 

 

6 月 5 日（月）東村山駅前志村けんさん銅像前に、

３2名が集合しました。北山公園菖蒲園散策後は、多数

のメンバーが最寄りの国宝正福寺 

地蔵堂を見学したようです。天候 

にも恵まれ、同期会を越えての交 

流が持てた良い日だったと思いま 

す。   活性化委員会 齋藤 

 

 

 

 

 

 

 

菖蒲園散策の報告 
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【会員のひろば】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一笑会 10 周年記念行事】 

一笑会１３人衆。鎌倉１３人をもじって私は

発足以来のメンバーをこう呼んでいます。一笑

会は発足から１０年を迎えました。現在でも人

数はほぼ変わらないのはこの１３名に加えて、

新たに加入した 7 名のお陰です。募集は行って

おらず、意欲と勇気に感謝しています。 

各イベントは１０年もすると定例化しつつあ

り、その概要を後述するが、ＨＰをご覧頂ければ

より一層ご理解いただけると思います。 

この度１０周年にあたり、地味な一笑会にして

は珍しくホテルで武藤会長のご参加を頂き、慎ま

しくも盛大に開催することができました。歓談を

中心としつつもフルートやギターの演奏、シャン

ソン・タンゴ独唱、中にはプロ級もあり、パーテ

ィーに華を添えた賑やかなものでした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一笑会は】 
◇一笑会の構成会員20名 平均年齢77歳 

（８７歳～６３歳）男性１２名 女性８名 

◇一笑会の主なイベント 

室外（まち歩き・ＢＢＱ・旅行・花見） 

室内（音楽サロン・講演・ 

写真品評会：写楽・映画鑑賞） 

◇一笑会のＨＰ（一笑会で検索） 

https://isshoukai.com 

 

一笑会の特徴の一つは、3年ごとに会長が交 

代していることです。他の同期会ではあまり見

かけませんし規約に定めたことでなく、最初の

会長による「３年で十分」との意向が、私の４

代目に引き継がれてきました。今後もこの方向

は続いていくと思われますが、気楽に笑いのあ

る会が少しでも長く続くことを願っています。 

一笑会会長 小林輝昭 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 やっと通常の生活が送れる様になった今

日この頃です。先月行われたシニアセミナー

でも、新しい同期会が誕生すると聞いており

ます。新しい仲間と共に、皆様改めてセカン

ドライフを楽しみましょう。   （齋） 

 

 

                    

≪同期会だより≫ 第 2回 

≪私の趣味紹介～ステンドグラスの作成～≫ 

現役時代、社用でシカゴに出かけた時に米国

人のお宅に招待された。リビングに入った時、そ

こにあった沢山のステンドグラスのランプの美

しさに目を奪われた。床型・卓上型など豪華なラ

ンプが７～８台有ったと思う。話が弾んだ結果、

作り方をお見せしましょうと半地下室に通され

た。そこの明かり取りの小窓が全てステンドグ

ラスのパネルで飾られており驚かされた。その

部屋は工房になっており、沢山の工具・材料・資

料など全て揃っており、制作の実演を見せて頂

いた。これなら自分にも出来ると確信し、定年後

の大きな趣味として様々な調査をした。色々判

ってくると興味は一層深まった。 

ステンドグラスと言えば、真っ先に思い浮か

ぶのが教会の窓だ。欧州では発達した単色ガラ

スを組み合わせて絵画に仕上げてある。これと

全く異なるステンドグラスは、米国で開発され

色ガラスに模様が入っている。さらに絵画調の

パネルも手書きと思わせるきめ細かい細工がさ

れている。ランプシェイドのように曲面ができ

る画期的なものである。これを開発したのが、宝

飾店で有名なニューヨークのティファニー家で

二代目ルイス・カムホート・ティファニーです。

二代目ルイス・カムホート・ティファニーです。 

 

ある。欧州のパネルは、色ガラスの接合に鉄道の

レール型の鉛の細いフォイルを使うのに対し、

米国のパネルは、片面に接着剤を塗った幅５ミ

リくらいのフォイルを硝子ピースの周囲に巻き

付けてハンダ付けする。 

定年退職した翌日、新宿のステンドグラスス

クールに入学しノウハウの蓄積に励んだ。制作

方法のビデオと必要な道具・材料と小さなラン

プのキットを購入し、自宅の作業場で制作をは

じめた。慣れてくるとキットではなく図面と色

ガラスとベースは自分の好みで選び、最後には

図面も自分で書いた。今ではステンドグラスの

作成が、かけがえのない趣味となっている。 

   

           二三の会  K．T 
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